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 私たちは、限りある命を生きています。でも、まだ若いから自分の「死」なん

て考えない、と言う人もいる事  でしょう。しかし私たちの命は、いつまであ

るか判らない、と言うのが本当のところです。 

 

 突然の交通事故に遭うかもしれません。気が付かなかった病気に冒されてい

るかもしれません。 

 

 今回の震災のように、突然の津波でさらわれてしまった命。年齢に関係なく、

まだまだ生きたかった命が突 然さらわれてしまうこともあります。 

 

 本当に辛く悲しい事です。特に、家族や身近な方の命をさらわれた方にとって

は、心が引き裂かれるばかりの悲しみがある事と思います。 

 

 私たちの命は、様々な関わりの中で生かされている命です。それを昔から「ご

縁」と呼んできました。 

 

 「ご縁」に生かされている命です。この言葉をもっと噛みしめて、関わりある

全ての命を大切にしていきたい ものです。 


